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総務省自治財政局

財務調査課

プ ロ グ ラ ム 会 場

品川区立総合区民会館（きゅりあん）

〒140-0011 東京都品川区東大井5-18-1
電話: 03 (5479)4100

JR京浜東北線・東急大井町線・りんかい線

大井町駅 中央口徒歩1分自治体の取組事例紹介

千葉県習志野市

熊本県宇城市

東京都世田谷区

連絡会議検討部会中間報告

自治体間比較部会（東京都）

事業別分析部会（東京都町田市）

新公会計制度普及促進連絡会議・・・東京都、大阪府、新潟県、愛知県、町田市、大阪市、江戸川区、吹田市、郡山市、荒川区、福生市、
八王子市、中央区、世田谷区、品川区、渋谷区、板橋区、習志野市（オブザーバー）

全国自治体で財務諸表の作成が始まった現在、これから自治体に求められる公会計の活用へ

向け、先行事例や新たな分析手法の検討状況など、 公会計の現場から最新情報を発信します。

開催日時

2018年

11月15日(木)

14：00～17：00
（13：00開場）
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主催：新公会計制度普及促進連絡会議

後援：日本公認会計士協会



プログラム （詳細）

14:00 開 会

14:05         講 演

17:00 閉 会

「統一的な基準による地方公会計の推進について」

総務省自治財政局財務調査課

※ 参加費は無料です。定員を超えた場合には、お断りさせていただくこともございます。
※ 後日、参加票を送付いたしますので、当日はそちらを印刷してお持ちください。
※ お預かりした個人情報は、「東京都個人情報の保護に関する条例」及び「東京都個人情報取扱要綱」の規定に基づき、適正に管理いたします。

下記URL（新公会計制度普及促進連絡会議 HP）からお申込みください。

参加申込方法 【締切：平成３０年１１月６日（火） 定員３００名（先着順）】

その１ 「自治体の取組事例紹介」

公会計推進ミーティング事務局（東京都会計管理局管理部会計企画課）

〒163-8001 東京都新宿区西新宿2-8-1 東京都庁第一本庁舎 36階南側
TEL: 03 (5320) 5963（直通） 受付:  9時 ～ 17時（土日祝除く）Mail:S0000539@section.metro.tokyo.jp

問合せ先

地方公会計に関するこれまでの経緯や統一的な基準の概要、財務書類等の整備の必要性、活用事例をはじめ、今年6月
から開催している「地方公会計の推進に関する研究会」の内容など、統一的な基準による地方公会計の推進に関する最
新動向を紹介します。

「宇城市公会計改革（日々仕訳導入）」 （熊本県宇城市）

「世田谷区の新公会計制度への取組」 （東京都世田谷区）

14:45 現場からの報告

その２ 「連絡会議検討部会中間報告」

「公会計が自治体を変える！～習志野市の公会計改革～」 （ 千葉県習志野市）

平成２０年度決算より複式簿記・発生主義による財務書類を作成し、｢公認会計士による財務書類報告会｣｢バランス
シート探検隊事業｣などを通じて、市民にわかりやすく公表してきました。また、日々仕訳システムを導入し、予算執行
の時点で施設マイナンバー情報、複式仕訳情報を入力することで、適時かつ詳細な財務情報の提供に取り組んでいます。

予算編成時点で歳出歳入科目の説明レベルで仕訳コードを付し、支出伝票起票時に「統一的な基準」複式仕訳データ
に自動的に変換されます。また、資産台帳と財務会計システム間の連携を行い、支出伝票起票時に「資産」、「備品」
登録が必要な場合は、台帳に登録する仕組みを導入しています。

今年度から東京都と同様の方式による新公会計制度を導入しました。その導入の検討状況や日々仕訳の仕組みのほか、
今後の活用を見据えた現在の取組について紹介します。

事業別分析部会 （東京都町田市）
自治体間における類似事業の比較へ向けて、事業別財務情報の評価資料と作成手法の標準化について検討しています。
今回、標準的な評価資料を提案するとともに、小・中学校給食事業について自治体間比較を試行しました。分析結果

と明らかになった課題についてご報告します。

自治体間比較部会 （東京都）

各自治体の財務諸表をマクロ的に他自治体と比較・分析する手法を検討しています。
今回は、財務諸表の「自治体間比較」を行う目的などの方向性を整理した上で、比較手法・指標の提案や、全国自治

体で利用できる比較・分析手法の確立へ向けた課題など、これまでの検討の経過をご報告します。

http://www.kaikeikanri.metro.tokyo.jp/fukyuusokushin.html

新公会計制度普及促進連絡会議では、今年度、参加自治体による２つの検討部会を設け、財務諸表の分析・評価手法
等についての研究を行っています。

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています
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